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沖縄県久米島町

地域の
プロフィール

久米島町は、沖縄本島那覇市より西方約100kmに位置し沖縄
本島の最西端に浮かぶ山紫水明自然豊かな島で、古くは琉球一
美しい島「球美」と呼ばれていました。
1983年に県立自然公園に指定され、2008年にはラムサール

条約に登録された渓流には、自然度の高い森や湖畔林が発達し、
クメジマボタルや多くの希少生物、固有種が生息しており、良好
な水質の水が渓流として枯れることなく流れています。
豊かな水は、久米島に大きな恵みをもたらしており、久米島
にくると水が育む自然と人の繋がりを感じることができます。
近年、水深およそ200mより深いところを循環している「海洋

深層水」を活用した地域振興に取り組んでおり、海洋温度差発電
をはじめ、海水淡水化や、低温性を利用した水産業及び農業へ
の取り組み、さらに温水浴施設のほか食品・化粧品等の商品が
人気を集めています。



◆久米島海洋深層水

久米島海洋深層水は、水深612㍍、日量13,000㌧
の取水量は日本一を誇ります。久米島町では10 年
以上にわたり、海洋深層水を中心とした町の活性化
を進めており、水産分野では、クルマエビや海ブドウ
の生産に海洋深層水の低温性や清浄性を利用するこ
とで、生産技術が高度化され安定生産を可能にしま
した。
海洋深層水はまさに久米島にとっての地域資源で
あり、水産業や食品、化粧品の製造業など多くの会社
が創業し、利用を続け、新しく開発した久米島の特
産品は高い評価を得ています。

ふるさと名物の内容

主な地域資源

ブランドマーク



○海洋深層水をベースに、美肌づくりに良いとされる天然素材と最新の
原材料等とを組み合わせたやさしい化粧品、シャンプー、化粧水等が
あります。
○100%海洋深層水を使用したまろやかな美味しい水は、日常の飲料水
だけでなく、調理用水としても利用されています。ミネラルのバランス
に優れ、くせもなく食物のもつ本当の味を損ないません。
○海洋深層水を加熱して出来た塩は、味わい深くまろやかな甘味のある
やさしい塩は、現代人に不足しがちなミネラルを豊富に含んだ健康塩
です。

◆久米島海洋深層水を活用した加工品

ふるさと名物の内容

ふるさと名物



◆久米島海洋深層水を活用した料理

ふるさと名物の内容

○沖縄そば （海洋深層水を用いた麺はもちもち食感でのどごしの
良さが特徴です。）
○海ぶどう及びその加工食品（プチプチの食感は、そのままサラ
ダに載せて食べるのがポピュラーですが、卵焼きやてんぷら料
理やバニラアイス のアクセントにしても美味しく頂けす。）
○車えび及びその加工食品 （久米島の美しい海、きれいな海水を
利用して養殖する車えびは生産量日本一で、海洋深層水を利用
してウィルスを持たない健康で安全な環境で育つ車えびはプリ
プリの食感と甘味があり美味しいです。）

ふるさと名物
３



◆久米島海洋深層水を活用した観光施設及び
観光プログラム

ふるさと名物の内容

ふるさと名物
○久米島ウォーターツーリズム
久米島の豊かな“水”を資源とした“ウォーターツーリズム”は、森やビーチな
どの自然や海ぶどう、車エビ、もずくなどの食資源、水が育んできた久米島の
文化、海洋深層水を活用した新たな産業やバーデハウスによる温浴を活用した
「学び」「癒し」「感動」の体験プログラムなど久米島の魅力を提供します。

○温浴施設バーデハウス
ドイツの伝統的な温浴療法をベースに、東洋医学的な思想を融合させて生ま

れた施設で、世界で初めて海洋深層水を用いた健康増進＆元気促進の温浴施設
で、ストレスや心と身体の健康に前向きな方におすすめです。

○海洋温度差発電
海洋温度差発電は、太陽により温められた表層海水と冷たい深層海水との温

度差を利用して沸点の低い媒体（アンモニアや代替フロン）を用いてタービン
を回して発電する仕組みで、日本で唯一実海域で稼働する実証プラントです。

４



◆久米島町観光協会

市町村の取り組み

独自の支援策
○プロジェクトチームを立ち上げ、海洋深層水を活用した
体験プログラム「久米島ウォーターツーリズム」を開催。
○県内外旅行エージェント等と連携し、世界で初めて海洋
深層水100％バーデプールに用いた、「バーデハウス久
米島」を含むスパ施設の利用推進。



◆久米島海洋深層水協議会

市町村の取り組み

協議会
事務局

海洋深層水研究所を含む３つの公的機関、（株）ポイント
ピュールを含む11の民間企業、漁協を含む３団体で構成。
久米島海洋深層水を全国的にＰＲし、事業化の促進、ブラン
ド化、観光振興を図る。
具体的には、
○海洋深層水関連の会議やセミナーの開催。
○毎年6月12日を「久米島海洋深層水の日」として定め、講
演会及び施設見学やイベントなどを開催。



沖縄県久米島町では、10 年以上にわたり、海洋深層水利
用産業を島の主要産業に見据え取り組んでいます。
水産分野では、海洋深層水の低水温性や富栄養性、清浄
性を利用した養殖においてクルマエビ、海ブドウの生産
量が日本一になりました。加工分野において、化粧品や
飲料水、塩、食品などについては、久米島海洋深層水を
利用した商品のみ、久米島海洋深層水マークを貼付する
ことで品質管理、ブランド化を進め、他商品との差別化
を図っています。さらに海洋深層水の良質な商品を全国
にアピールすると共に、施設の見学及び体験プログラム
の開発をはじめ、観光パンフレット及びWEBプロモー
ション、テレビ放送を積極的に行ない全国的なPRを行っ
ています。さらに物産展への出展をはじめ販路拡大につ
いて支援を行っています。

市町村の取り組み

広報・
タイアップ


